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【出発便：中小型機】

(ft)

(dB)

30

40

50

60

70

80

90

【到着便：中小型機】

(ft)

(dB)

高度別騒音レベル及び機材構成予想

関西３空港（関空・伊丹・神戸）の2022年度における騒音観測データをもとに、経路直下における高度別の最大騒音レベル（ LASmax ）※を予想

【作成：関西エアポート㈱】

注：騒音レベルは、離陸重量等の運航条件や風向等の気象条件によって変動する。
また、天候や安全上やむを得ない状況や地形・建物の形状等の影響により、実際に観測される騒音レベルは、上図の値を超える場合がある。

資料３

飛行が想定される代表機材:大型機（B777,A330） 中型機（B787,B767） 小型機（A321,B737）
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【機材構成予想】

〔発着回数最大時〕

小型

中型

大型

【参考：騒音レベルの目安】

注：関空到着便の制限高度4,000ftと、関空出発便の制限高度8,000ftは、同程度の騒音
レベル。また、関空到着便淡路ルート出口付近の平均高度5,000ftと、関空出発便
の離陸時25km地点の平均高度9,000～11,000ftは、同程度の騒音レベル

※最大騒音レベル（ LASmax ）：航空機騒音の発生時間内の最大の騒音レベル
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